
（様式２）新規評価シート 建設部
【位置図】 【整備の必要性がわかる状況写真等】

2

計画交通量　：　7,800台/日

国庫 その他 県債 一般財源

道路築造工　L=900m　W=6.5(11.5)m 【平面図】

　測量設計　一式

　用地補償　一式

走行時間、経費等の減少　　11億円

第1次緊急輸送路

地域間交流の促進

観光振興

○代替道路の有無　：　なし 評価

○交通結節点アクセス　：　北陸自動車道 糸魚川ＩＣ アクセス

○観光地アクセス　：　観光地に通じる道路（白馬山麓、栂池高原）

○地域の活性化　：　白馬村と小谷村を連絡する道路、大北地域と北陸地域の物流を担う路線

○関連計画、重点施策との整合　：長野県強靱化計画、長野県地域防災計画（第1次緊急輸送路） 評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨中工区:しあわせ信州創造プラン（整備促進）　

○緊急輸送路の路線指定　：　緊急輸送路（1次）

○地域指定　：　特別豪雪地帯、積雪地域

○費用対効果（Ｂ／Ｃ）　：　1.4 評価

○事業期間　：　7年（H29～H35）

○代替案の検討　：　ルート比較検討を実施

○他事業との連携　：　あり（(国)148号　小谷村　雨中工区）

○近年の交通事故件数　：　H25～H27　死亡事故1件、物損事故15件 評価

○危険箇所対策　：　崩落実績あり（H26）

○歩道整備　：　再整備

○道路構造　：　緩和曲線なし、最急勾配　6%

○事業情報の共有　：　関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み　：　積極的な取り組みがある（国道148号整備促進期成同盟会）

○地域の合意形成　：　事業目的について合意形成が図られている

○住民との協働　：　なし

評価結果 総合評価

北緯：N 36°43′15″

東経：E 137°52′53″

年度事業内容

（主な工種）

道路改築事業

事

業

概

要

関連する事業、計画等

全体事業内容

（主な工種）

直接的効果

（定量的・定性的）

市町村名

平成35年度

5-2　快適で暮らしやすいまちづくり

（暮らしを支える道路網の整備）

長野県強靱化計画、長野県地域防災計画（第1次緊急輸送路）

財源内訳（千円）

道路法

路河川名等

事業実施の

根拠法令等

事

業

目

的

完成年度（見込み） 費用対効果

264,000

保全対象・範囲

受益対象・範囲

事業名

事業毎の通番 白馬村

事業期間平成29年度

しあわせ信州創造プラン

における位置付け

7年間

480,000

本事業により長野県大町市と新潟県糸魚川市を繋ぐことによる道路の信頼性の向上、災害時の緊急輸送機能の

確保が図られ、交通の円滑化、安全な通行が確保されることにより周辺観光地の活性化も期待される。

　⑥地域活性化への

　　影響と配慮

事業代表地点

の緯度経度

ルート比較検討によりコスト縮減に努めている。

箇所名（ふりがな）

1.4

　②地域からの要望経緯

　　及び地域の関わり

(国)148号整備促進期成同盟会

長野県要望(H26.7.24)、高田河川国道事務所要望(H26.10.6)及び北陸地方整備局要望(H26.10.6)を実施。

　(国)148号は長野県大町市を起点として新潟県糸魚川市に至る主要な幹線道路であり、長野県と日本海を結ぶ

重要な輸送ルートとなっている。また、白馬山麓や栂池高原等への観光道路でもある。しかし、白馬地区では近

年、大型車の横転等による死亡事故等が多発している。

　このため、道路線形の改善により、安全で円滑な道路環境の確保が求められている。

21,600

事業費

（千円）

事

業

概

要

説

明

図

表

事

業

周

辺

環

境

白馬北（はくばきた）

　(国)148号は長野県大町市と新潟県糸魚川市を結ぶ幹線道路であり、長野県と日本海を結ぶ重要な輸送ルートとなっているが、白

馬北地区では近年、大型車の横転等による死亡事故等が多発している。

　事故発生に伴い、応急対策として視線誘導等の対策を講じているが、線形改良等の恒久対策を求める要望は高く、早期対応が必

要となっている。このため、当該曲線区間付近における道路線形の改善により、安全な道路環境の確保を図るものである。

着手年度

道路建設課

調査開始にあたり、その内容は地権者へ説明済である。

　④他事業・

　　プロジェクトとの

　　整合、関連

盛土部の法面保護工は、植生工を適用し緑化を図る。

　⑤自然環境・

　　生活環境への

　　影響と配慮

雨中工区：しあわせ信州創造プラン(整備促進)

長野県強靱化計画、長野県地域防災計画（第1次緊急輸送路）

地域高規格道路（松本糸魚川連絡道路）と同等の道路規格で計画

(国)１４８号

Ａ

　③事業説明等の経緯

Ａ

3,600

194,400

　①事業実施に至る

　　歴史的経緯・

　　社会的背景

事業の必要性、重要性が高いため、平成29

年度から新規事業化したい

80,000

Ａ

Ｂ

行政改革課意見

○

事

業

効

果

間接的効果

（定量的・定性的）

44,000

　⑦その他

Ａ

Ｂ

現道は線形不良、急勾配で事故

が多発しており、円滑な交通に

支障をきたしていることから、必

要性が高く、緊急性も認められ

る。

32,400
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部意見

評

価

の

視

点

緊急性

事業箇所

テ トラポッ ト

S

S

S

S

S

テトラポット

S

S

S

S

テトラポット

テトラポット

S

S

S

S

S

テトラポット

蛇篭

蛇篭

キ24ウ03

Ｃ

31

24ウ437

松倉2

松倉支23

Ｍ

Ｃ

Ｍ

松倉支22

Ｃ

24ウ432

松倉支21

水

24ウ531

松倉支20

カンバン

汚

防

量

浄

24ウ631

汚

汚

松

倉

支1 6

24ウ523

量

24ウ633

24ウ625

Ｍ

松倉支19

松倉支1 8

量

24ウ621

松倉支17D

24ウ622

松倉支17

24ウ624

24ウ723

松倉3

松倉支1 5

武藤 清込1

湧水

24ウ731

松倉 支1 4

24ウ731

24ウ821

松 倉 支11

24ウ721

松倉 支1 3

H

浄

H

25ウ041

松 倉支 6

25ウ042

松 倉支5

25ウ043

松倉 支4

25ウ152

カンバン

松倉支 2

25ウ153

25ウ151

25ウ253

2

案内標識

松倉 支1

Ｍ

Ｍ

カンバン

25ウ031

松 倉支7

Ｍ 量

水

水

H

24ウ932

松倉 支8

カンバン

25

ウ

03

2

Ｍ

Ｍ

H

水

水

24ウ931

松倉支 9

H

案内 標識

24ウ882

松 倉支 10

H

気象観測装置

Ｍ

Ｃ

H

案内標識

電工掲示板

H

24ウ623 H

24ウ522

H

24ウ521

24ウ421

Ｍ

H

H

24ウ422

回転灯

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

CO

CO

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

AS

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

(花)

国
道 1 4 8 号

楠

川

S

S

楠
川 大

橋

至

S

S

（ 一 ） 姫 川

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

W. C

物 置

松倉 哲夫

松 倉欽 也

倉 庫

倉 庫

車庫

車庫

Ｗ

武 藤清

物
置

チェ ー ン着 脱 場

倉 庫

ｃｏ

G

給 湯 場

6

6

0

6

5

5

6

5

0

6

4

5

6
6

0

6

5

5

6
5

0

6

4

5

6
55

650

6
4
5

6
4
5

6
6
0

6
5
5

6

5
0

6
5
5

6
5
0

6
4
5

6
6
0

6
5
0

6
45

6

4
0

6

5

5

6

5

0

6
3

5

6
5

0

6

4

5

6

4
0

6

4
0

6
3

5

6
40

635

6

3

0

63
5

630

63
0

6
25

6
25

6
2
0

6
2
0

6

3
0

6
2
5

6
2
5

6
3
0

6
2

5

6

2

0

6

1
5

6

1
0

6
3
0

6
2
5

6
2
5

6
2
0

6
1

5

6

1
0

6
2
5

6
2
0

6
15

6
1
0

6

1
5

61
0

6

2
5

6
2

0

6
2
0

62
0

6
15

61
5

6

1
5

61
0

6

2
5

6
2
5

6
2

5

6

2

0

6
4
5

6
40

6

3

5

6

3

0

6
4

5

6
3
0

6
3
5

6
3

5

6
4

0

63
5

6
3

5

6

4

0

6

4

0

6

3
56
3
0

6
3
0

6
3

0

625

6
3
5

6

3

5

630

小屋

G

塩カ ルB OX

6
25

6
2
0

6
1
0

6
2

0

6
2

0

6
1
5

6
1

5

6
0
5

6
1
0

6
15

6

2

5

6

2

0

（ 一
）

姫 川

（

一

）

姫

川

災 害 復 旧 工 事 中
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道路築造工 L=900m、W=6.5（11.5）m

平成25年11月12日 事故状況
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